
天候不順の影響により野菜の輸入急増
昨年9月 から10月にかけて,台 風と停滞した秋

雨前線による長雨、日照不足などにより全国的に

野菜が大きな被害を受けた。特に、葉菜類は、病

害の多発とともに根腐れによる定植後の活着不良

や生育不良となったこと

から、国産ものが品薄状

態にな り、価格が高騰 し

た。このため 、10月 から

12月 にかけて葉菜類を中

心に野菜の輸入量が急増

した。葉菜類のうちキャ

ベツの輸入量は28千 トン

(主な海空港における概

数)で 、特に 、農林水産

省の緊急輸入によるものを含め 、中国産キャベツ

は、24千 トンの輸入量で前年同期の40倍 にも達し

た。このうち7割 がコナガ 、ヤガ類 、アブラムシ

類 、アザミウマ類などの付着で不合格とな った。

キャベツ以外の葉菜類では、ハクサイ 、レタス及

びネギが中国 、韓国及びアメ リカ合衆国などから

16千 トン輸入され 、これは、前年同期の10倍 で、

このうち6割 が不合格となった。発見された害虫

は、アメリカ合衆国産 レ

タスからジュウイチホシ

ウリハムシ(本 誌26号 参

照)や レタスハモグ リバ

エ(本 誌56号 参照)の 重

要害虫が発見され 、その

他にこれらの品目から多

種類の検疫有害動物が発

見された。

このように、国内産農

作物の不作、価格の高騰、これに伴う輸入急増の

状況下では、植物防疫所は多忙となるだけでなく、

より一層的確かつ迅速な植物検疫対応を求められ

ることになる。

海 外 のニ ュース　 ネパール のカ ンキ ツグ リー ニ ング病

カンキツグ リーニング病には ミカンキジラミ

(Diaphorina citri)に より媒介され、30℃以上の高

温で激しい病徴を発現するアジア系統と トガリキ

ジラミ科の一種(Trioza erytreae)に より媒介され 、

25℃ 前後の比較的低い温度で病徴 を発現するアフ

リカ系統がある。病原体は細菌であるが、培養が

困難(こ れまでに人工培養例はない。)な ことか

ら微生物学的 、遺伝的情報は得られていない。最

近 、両系統の分離株の16SrDNAの 塩基配列の違

いが明 らかに され 、アジア系統にはCandidatus

Liberobacter asiaticumア フリカ系統にはCandi-

datus Liberobacter africanumの 学名が提案されて

い る 。
大津ら(1998)は ネパールでの分離2株 の16S

rDNAと16S/23SrDNAス ペーサー領域の塩基配

列を解析 して同株はタイでの分離株(ア ジア系統)

と全く同じであることを確認 し、ネパールに発生

している本病の病原はCandidatus Liberobacter

asiaticumと 推定した。また、ネパールのカンキ

ツの主要品種”スンタラ”での病徴を（Ⅰ）退緑斑

紋 、(Ⅱ)葉 脈 が網 目状 に残 る退緑 黄化 、(Ⅲ)主 脈

が緑色 に残 る退緑化 、(Ⅳ)若 葉の 軽い退緑 斑紋 、

(Ⅴ)葉 脈が黄化 、(Ⅵ ）葉脈 の コル ク化お よび(Ⅶ)

黄 化斑 紋の7つ に類 別 した。この うち 、(Ⅲ)、(Ⅴ)、

(Ⅵ)の 病 徴 を示 し た病 斑 か らは 本病 菌 のDNAの

検 出量 が 多 く 、PCR診 断 に適 してい た。 さ らに 、

ア フ リカの スウ ィー トオ レンジ における病徴 記載

と一致 するこ とか ら 、これ らの病徴 はマ ンダ リン

とス ウィー トオ レンジに共通 した病 徴と推察 され

る。 この 知見 は 、グ リーニ ング病の発 生調査 など

行 う場合 の病徴診 断や り病試料 の採取 に役 に立 つ

もの と考 える。
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